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過去10年間の川崎病全国調査との対比による

感染症サーベイランス情報の評価
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目的　わが風の感染症サーベイランスシステムの妥当性を検証する。

方法　1989～1998年の10年間の感染症サーベイランス結果から，病院定点に報告された月別川崎

病患者報告数を用いた。これとは別に川崎病全国調査で報告された患者数を月別に集計し

た。感染症サーベイランスのデータを全国調査のデータと比較することによって，感染症サ

ーベイランスの妥当性を検討した。観察した120月の平均報告患者数を求め，各月の報告患

者数との比を，両者で比較した。この観察を全国，および全国を3地区（東日本と中部日

本，西日本）で行った。

結果　全国の報告患者数では，一部の月で全国調査に比べて月報の振幅が幅広くなっていたが，

その方向はほとんど例外なく全国調査と一致していた（r＝0.794，P＜0.01）。地区ごとの観

察では，全国調査に比べてより多くの月で振幅が大きくなる傾向がみられた。しかし，振れ

の方向は全国の場合と同様によく一致していた（東日本：r＝0.709，中部日本：r＝0.561，

西日本：r＝0.712，いずれもP＜0.01）。

結論　川崎病では患者発生の月別変化は全国調査の場合とよく一致しており，約550か所の病院

定点からの資料で患者発生の時系列変化を適切に把握しうることが明らかにされた。
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